
















 ＜参考資料＞

２．取引形態別売上高内訳

【連結】 (単位：百万円、単位未満切捨て）

構成比 構成比 金　額 増減率

78.0% 74.5% 19,577 3.0%

22.0% 25.5% △ 35,198 △15.5%

100.0% 100.0% △ 15,622 △1.8%

３．設備投資額ならびに減価償却額の当期実績（平成21年２月期）および次期予定（平成22年２月期）

【連結】 (単位：百万円、単位未満切捨て）

8,129 3,000 
4,086 3,600 

〈 主 な 内 容 〉 物流倉庫建設 (千葉県) 1,776 土地(愛知県) 530 

物流倉庫建替え (大阪市) 209 物流倉庫建替え (大阪市) 480 

工場・設備増設 (メキシコ) 1,199 樹脂成型用金型 470 

工場建設 (ポーランド) 1,149 工場設備増設 (タイ) 170 

工場建設 (タイ) 989 工場設備増設 (タイ) 150 

樹脂成型用金型 868 

４．人員の推移

【連結】

【個別】 （単位：千円、単位未満切捨て）

※海外現地法人勤務者および国内・海外出向者を除きます。

平成19年2月期 3,959  

減 価 償 却 費
設 備 投 資 額

期 末 人 員年　　　度

587  

4,962  

1,129,028  平成20年2月期

平成21年2月期 643  1,112,695  

636  

平成19年2月期 1,169,154  

平成21年2月期 4,572  

期 末 人 員年　　　度
売　上　高

従業員一人当たり

4,381  平成20年2月期

9,349  

当 期 利 益
従業員一人当たり

8,902  

合 計

取 引 形 態
増  減

国 内 取 引

海 外 取 引

887,160

226,614

660,545680,122

871,538

次　期　予　定当　期　実　績

191,416

当 期 実 績

金　額

前 期 実 績

金　額

１.売上高のセグメント別内訳(平成21年2月期）および次期予想（平成22年2月期）

【連結】 (単位：百万円、単位未満切捨て）

％ ％ ％ ％ ％ ％

鉄 鋼 462,195 53.0 11.5 335,000 50.0 △27.5 152,000 50.7 △41.0

情報・電機 137,428 15.8 △18.8 105,000 15.7 △23.6 46,000 15.3 △42.8

産 業 資 材 209,151 24.0 △9.9 163,000 24.3 △22.1 70,000 23.3 △40.8

生 活 産 業 62,762 7.2 △11.9 67,000 10.0 6.8 32,000 10.7 2.9

合 計 871,538 100.0 △1.8 670,000 100.0 △ 23.1 300,000 100.0 △38.5

同中間期（予想）
増減率構成比 構成比 増減率 金額

平成21年4月7日

岡谷鋼機株式会社

金額 金額

平成21年2月期 決算関係参考資料

構成比 増減率
平成21年2月期（実績） 平成22年2月期（予想）
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＜参考資料＞ 

◇◇◇当社株主優待のお知らせ◇◇◇ 
 

当期（２００９年２月期）株主優待として、期末所有株式数５００株以上の株主様に、新潟県産《新米こしひかり

２kg》をお贈りいたします。現品の発送は４月２０日以降の予定です。また、中間期（２００９年８月期）には、中間

期末所有株式数１０００株以上の株主様に新潟県産《新米こしひかり 5kg》をお贈りいたします。 

 
 

◇◇◇今期のトピックス◇◇◇ 
 

今期、新たに展開した事業および主な出来事をご紹介いたします。 

 

◎岡谷鋼機九州(株)の営業開始（２００８年３月） 

   ３月１日付けで九州地区の当社事業を子会社へ譲渡し、地域に密着した販売会社として、新体制で営業を

開始しました。また、４月に完成した苅田町の事務所・倉庫は、太陽光発電装置などの最新設備を備え、同

社の北九州支店およびお取引様用のレンタルスペースとして利用されています。 

＜売上高＞ １００億円（２００９年２月期） 

 

◎岡谷市川物流センターの竣工（２００８年５月） 

   総工費６５億円をかけた大型倉庫が完成し、５月９日に竣工式を執り行いました。大手物流企業に賃貸し、

ファッション製品専用の物流倉庫として安定的に運用されています。 

  ＜面積＞ 敷地面積９,０６３坪  建築面積５,２１０坪  延床面積１９,０９０坪 

 

◎ミャンマー・サイクロン被害、中国四川大地震被害への救援金寄付（２００８年５月、６月） 

   ５月１２日に中国四川省で発生した地震の被害者に対し、中国で事業を行う子会社６社と共に、５月末まで

に合計５００万円の救援金を寄付しました。５月２日から３日にかけて通過したサイクロンの被害から復興中の

ミャンマーでは６月、現地ボランティア団体に３０万円を直接届けました。 

 

◎金属加工会社 MEX OKAYA-TN, S. DE R.L. DE C.V. （メキシコ）の操業開始（２００８年７月） 

   米国カリフォルニア州の持株会社が２００７年１２月に同社を設立し、７月には工場の操業を開始しました。

液晶ＴＶメーカー向けの部品加工および組付を、今後本格的に行います。 

 ＜売上高＞ ５.７億円（２００８年１２月期、持株会社との合計） 

   

◎中東駐在員事務所の開設（２００９年１月） 

   アラブ首長国連邦ドバイ首長国に、駐在員事務所を開設し、鉄鋼関連商品・環境関連商品等に関する情

報収集を始めました。中東地域での取引の拡大を目指します。 

 

◎子会社パシフィックビジネス(株)の譲渡（２００９年１月） 

   当社事業の選択と集中を進めるために、当社の持分である９０％の株式を全て譲渡しました。これにより、

当社グループのソフトウエア開発事業は、岡谷システム(株)に一本化されました。 

 

◎自己株式の市場買付実績（百万円未満四捨五入） 

（１） ２００８年３月 1 日から１０月２４日まで 

    普通株式：２０３,５００株          取得価額の総額：２５１百万円 

（２） ２００９年１月２８日から２月２８日まで 

   普通株式： ３１,５００株          取得価額の総額： ３０百万円 

 

                                                                 以上 
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